

































































































































































































































































































































































年 /月 目的 概要
2012年 10月 視察訪問① 国際交流課職員と現地視察（マニラ、セブ）
2013年 3月 視察訪問② 実施準備のための現地機関との調整
2013年 9月 サンカルロス大学 （セブ）との学術協定提携（新規）
2013年 9月 現地訪問① 3・4年生海外ゼミ合宿（1回目訪問）
2014年 9月 現地訪問② 第 1回多文化 FS実施（2回目訪問）
2015年 9月 現地訪問③ 第 2回 FS実施（3回目訪問）
2016年 2016年度開講中止    
2016年 4月 サンカルロス大学（セブ）より学生 6名日本訪問
2017年 3月 調査 NGOホームステイ先聞き取り調査
2017年 9月 現地訪問④ 第 3回 FS実施（4回目訪問）
2018年 9月 現地訪問⑤ 第 4回 FS実施（5回目訪問）
2019年 3月 聖マリア大学（マニラ）との学術協定締結（新規）
2019年 3月 サンカルロス大学（セブ）との学術協定更新












































































訪問回数 実施形態 年度 期間（日数） 滞在先 参加者数
1回目＊1 ゼミ合宿 2013 9/4～9/18（15日）マニラ、セブ 4（男 2、女 2）
2回目（1）＊2 多文化 FS 2014 9/4～9/18（15日）マニラ、セブ、
ボホール
5（男 2、女 3）
3回目（2） 多文化 FS 2015 9/3～9/20（18日）マニラ、セブ 5（女 5）
― 2016＊3 ― ― ―
4回目（3） 多文化 FS 2017 9/8～9/19（12日）マニラ、セブ 12（男3、女9）
5回目（4） 多文化 FS 2018 9/6～9/18（13日）マニラ、セブ 7（男 1、女 6）








＊3  2016年は履修希望者が 1名のため、科目開講中止。
＊4  2019年は 2018年度からのカリキュラム変更に伴い、2年生からの科目履修が可
能となり、2年生男子学生 3名、3年生女子学生 3名が参加。
（1）1回目：2013年度「ゼミ合宿」（3・4年生）によるフィリピン訪問






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































36）Brown （2008）, p.3掲載の Panicucci （2007）を援用したモデルより引用。
37）Brown （2008）から筆者訳として引用。原文（英語）は次の通り。“It is 
based on the belief that when placed in a stressful or challenging situation people 















対象としての研究者」（第 5章）平山満義（監訳）大谷尚・伊藤勇（訳）N. K デン










































Brown, Mike (2008) “Comfort Zone: Model or metaphor?” Australian Journal of Outdoor 
Education, 12 (1), pp.3-12. Melbourne : Australian Outdoor Education Council.
Panicucci, J. (2007) “Cornerstones of adventure education.” In D. Prouty, J. Panicucci & R. 





実施日：2013年 9月 4日～9月 18日（15日間）
参加者：4名（男子 2名＝ 3年生 1名、4年生 1名、女子 2名＝ 3年生 2名）
表 8. 2013年度ゼミ合宿（3・4年生）現地プログラム実施日程表
日数 日程 活動内容 宿泊＊1
1 9月 4日（水） 出国　成田→マニラ（JAL＊2） マニラ
2 9月 5日（木） アヤラ博物館 /日本大使館 マニラ
3 9月 6日（金） コレヒドール島訪問 マニラ
4 9月 7日（土） NGO訪問 /マニラ市内訪問 /
JICA企画調整員会談
マニラ
5 9月 8日（日） 空路　マニラ→セブ（CEB＊3） セブ
6 9月 9日（月） セブ市内訪問 セブ
7 9月 10日（火）University of San Carlos（1日目）講義 /授業見学 セブ
8 9月 11日（水）University of San Carlos（2日目）講義 /FW＊4 セブ
9 9月 12日（木）University of San Carlos（3日目）講義 /FW＊4 セブ
10 9月 13日（金）University of San Carlos（4日目）講義 /FW＊4 セブ
11 9月 14日（土）University of San Carlos（5日目）FW成果報告会
学生交流会
セブ
12 9月 15日（日）ホームステイ（1日目）キリスト教系 NGO団体 民泊










在（セブ市）、民泊＝ NGO （Alay Kapwa Educational Foundationによるセ
ブ市内での手配）
＊2 JAL＝ Japan Airlines （日本航空）





実施日：2014年 9月 4日～9月 18日（15日間）
参加者：5名（男子 2名＝ 3年生 2名、女子 3名＝ 3年生 3名）
表 9. 2014年度「多文化 FS（フィリピン）」現地プログラム実施日程表
日数 日付 活動内容 宿泊＊1
1 9月 4日（木） 出国　成田→マニラ（PAL＊2）
空路　マニラ→セブ（PAL＊2）
セブ
2 9月 5日（金） University of San Carlos（1日目）講義 /授業見学 セブ
3 9月 6日（土） University of San Carlos（2日目）講義 /FW＊3 セブ
4 9月 7日（日） University of San Carlos（3日目）FW＊3 セブ
5 9月 8日（月） University of San Carlos（4日目）講義 /FW＊2 セブ

















12 9月 15日（月）キリスト教系 NGO団体訪問
日本経済新聞マニラ支局長会談
マニラ
13 9月 16日（火）アヤラ博物館 /国立博物館 /イントラムロス マニラ
14 9月 17日（水）NGO訪問（日系人支援）、総括 マニラ
15 9月 18日（木）帰国　マニラ→成田（PAL＊2）
注：
＊1 宿泊： セブ＝ホテル滞在（セブ市）、民泊＝ NGO （Alay Kapwa Educational 
Foundationによるセブ市内での手配）、ボホール＝ホテル滞在（タグビラ
ラン市）、マニラ＝ペンションハウス（マニラ市エルミタ地区）





実施日：2015年 9月 3日～9月 20日（18日間）
参加者：5名（女子 5名＝ 3年生 5名）
表 10.2015年度「多文化 FS（フィリピン）」現地プログラム実施日程表
日数 日付 活動内容 宿泊＊1




2 9月 4日（金） エコパーク訪問 セブ
3 9月 5日（土） 日系企業訪問 セブ
4 9月 6日（日） マクタン島訪問 セブ
5 9月 7日（月） University of San Carlos（1日目）講義 /授業見学 セブ
6 9月 8日（火） University of San Carlos（2日目）講義 /FW＊3 セブ
7 9月 9日（水） University of San Carlos（3日目）講義 /FW＊3 セブ
8 9月 10日（木）University of San Carlos（4日目）講義 /FW＊3 セブ
9 9月 11日（金）University of San Carlos（5日目）FW成果報告会学生交流会
セブ
10 9月 12日（土）キリスト教系 NGO団体（1日目）ホームステイ 民泊
11 9月 13日（日）キリスト教系 NGO団体（2日目）ホームステイ セブ
12 9月 14日（月）現地企業訪問（マンゴ工場）空路：セブ→マニラ（PAL＊2）
マニラ①
13 9月 15日（火）英語学校（1日目） マニラ①
14 9月 16日（水）英語学校（2日目） マニラ①
15 9月 17日（木）英語学校（3日目）NGO訪問（日系人支援） マニラ②
16 9月 18日（金）教育省 JICAプロジェクト訪問アヤラ博物館
マニラ②
17 9月 19日（土）マニラ市内訪問、総括 マニラ②
18 9月 20日（日）帰国：マニラ→羽田（PAL＊2）
注：
＊1 宿泊： セブ＝ホテル滞在（セブ市）、民泊＝NGO （Alay Kapwa Educational Foundation
によるセブ市内での手配）、マニラ①＝ホテル滞在（マンダルヨン市オル
ティガス地区）、マニラ②＝ペンションハウス（マニラ市エルミタ地区）





実施日：2017年 9月 8日～9月 19日（12日間）
参加者：12名（男子 3名＝ 3年生 3名、女子名 9＝ 3年生 9名）
表 11.2017年度「多文化 FS（フィリピン）」現地プログラム実施日程表
日数 日付 活動内容 宿泊＊ 1
1 9月 8日（金） 出国：成田→マニラ（PAL＊ 2）
空路：マニラ→セブ（CEB＊ 3）
マニラ
2 9月 9日（土） St. Mary College Quezon City（1日目）学生交流会 マニラ
3 9月 10日（日） St. Mary College Quezon City（2日目）市内見学 マニラ




5 9月 12日（火） University of San Carlos（1日目）講義 /授業見学 セブ①
6 9月 13日（水） University of San Carlos（2日目）講義 /FW＊ 4 セブ①
7 9月 14日（木） University of San Carlos（3日目）講義 /FW＊ 4 セブ①
8 9月 15日（金） University of San Carlos（4日目）FW成果報告会
学生交流会
セブ①
9 9月 16日（土） キリスト教系 NGO団体（1日目）ホームステイ 民泊
10 9月 17日（日） キリスト教系 NGO団体（2日目）ホームステイ 民泊
11 9月 18日（月） キリスト教系 NGO団体（3日目）ホームステイ
マクタン島訪問、総括
セブ②
12 9月 19日（火） 帰国：セブ→成田（PAL＊ 2）
注：
＊1 宿泊： マニラ＝大学ゲストハウス滞在（ケソン市）、セブ①＝ホテル滞在（セ
ブ市）、民泊＝ NGO （Alay Kapwa Educational Foundationによるセブ市内
での手配）、セブ②＝ホテル滞在（マクタン島）
＊2 PAL＝ Philippine Airlines （フィリピン航空）





実施日：2018年 9月 6日～9月 18日（13日間）
参加者：5名（男子 1名＝ 3年生 1名、女子 4名＝ 3年生 4名）
表 12.2018年度「多文化 FS（フィリピン）」現地プログラム実施日程表
日数 日付 活動内容 宿泊＊1
1 9月 6日（木） 出国：成田→マニラ（PAL＊2） マニラ
2 9月 7日（金） St. Mary College Quezon City（1日目＊2）
学生交流会、講義
マニラ
3 9月 8日（土） St. Mary College Quezon City（2日目）支援地訪問＊3 マニラ
4 9月 9日（日） St. Mary College Quezon City（3日目）
国立博物館、市内訪問
マニラ
5 9月 10日（月） St. Mary College Quezon City（4日目）報告会
空路：マニラ→セブ（PAL＊2）
セブ①
6 9月 11日（火）University of San Carlos（1日目）講義 /授業見学 セブ①
7 9月 12日（水）University of San Carlos（2日目）講義 /FW＊4 セブ①
8 9月 13日（木）University of San Carlos（3日目）講義 /FW＊4 セブ①
9 9月 14日（金）University of San Carlos（4日目）FW成果報告会
学生交流会
セブ①
10 9月 15日（土）キリスト教系 NGO団体（1日目）ホームステイ 民泊
11 9月 16日（日）キリスト教系 NGO団体（2日目）ホームステイ 民泊






ブ市）、民泊＝ NGO （Alay Kapwa Educational Foundationによるセブ市内
での手配）、セブ②＝ホテル滞在（マクタン島）
＊2 PAL＝ Philippine Airlines （フィリピン航空）






実施日：2019年 9月 6日～9月 18日（13日間）
参加者：6名（男子 3名＝ 2年生 3名、女子 3名＝ 3年生 3名）
表 13.2019年度「多文化 FS（フィリピン）」現地プログラム実施日程表
日数 日付 活動内容 宿泊＊1
1 9月 6日（金） 出国：成田→マニラ（PAL＊2） マニラ①
2 9月 7日（土） St. Mary College Quezon City（1日目）
学生交流会、講義
マニラ①
3 9月 8日（日） St. Mary College Quezon City（2日目）
国立博物館、市内訪問
マニラ①
4 9月 9日（月） St. Mary College Quezon City（2日目）報告会
空路：マニラ→セブ（PAL）
セブ①
5 9月 10日（火）University of San Carlos（1日目）講義 /授業見学 セブ①
6 9月 11日（水）University of San Carlos（2日目）講義 /FW＊3 セブ①
7 9月 12日（木）英語学校体験授業 セブ①
8 9月 13日（金）University of San Carlos（3日目）FW成果報告会
学生交流会
セブ①
9 9月 14日（土）キリスト教系 NGO団体（1日目）ホームステイ 民泊
10 9月 15日（日）キリスト教系 NGO団体（2日目）ホームステイ 民泊









（セブ市）、民泊＝ NGO （Alay Kapwa Educational Foundationによるセブ市
内での手配）、セブ②＝ホテル滞在（マクタン島）、マニラ②＝ペンショ
ンハウス（マニラ市エルミタ地区）
＊2 PAL＝ Philippine Airlines （フィリピン航空）
＊3 FW=フィールドワーク（現地大学生とペアになりセブ市内で実施）
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Analysis of Planning and Managing the Overseas Experiential 
Learning Program:
“Multicultural Field Study in the Philippines”
Yoshihiro KOBARI
The paper is an autoethnographic study of the program planning and 
management of an overseas experiential learning program in the Philippines offered 
as a credited year-long “Multicultural Field Study” course (4 units) with onsite 
cultural learning and fieldwork activities during the summer break (usually around 
a 2 week-visit in September) in the current curriculum of the Department of Multi-
Cultural Communication in the Faculty of International Relations of Asia University. 
In addition to student safety and security, a faculty member in charge of the course 
(the author) is solely responsible for the planning of student activities and managing 
an entire program abroad and is crucially required to play multiple roles with a wide 
range of planning, teaching and management skills, as a producer, facilitator and 
coordinator in the preparatory phases and the implementation of the program. 
Although autoethnography as a research method has both advantages and 
limitations, the study incorporates aspects of personal experience and self-
observation into analytic ethnographic practice to chart a stream of work that has 
sought to enhance student learning in the planning and management of an overseas 
experiential learning program. The author’s background in academic research 
experience in linguistics (applied linguistics and sociolinguistics), comprehensive 
understanding of Philippine society and culture, and preferred view of students’ 
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learning styles, is identified as an  influential factor which has causal relationships 
with the nature and design of student fieldwork-based activities. 
Some distinctive aspects of the Philippine program are highlighted in a series 
of program modifications conducted over the last 7 years (6 visits to the Philippines) 
from 2013 to 2019, in increasing opportunities of exchange with Filipinos and 
grassroots-level exposure to Philippine culture and society. These changes of the 
program were practically made following the “Comfort Zone Model” of adventure 
(outdoor/field) education based on the hypothesis that people need to go out of their 
comfort zone to a growth/learning zone for personal growth without dropping into a 
panic zone. 

